
それでは「日本の学協会誌掲載論文の
機関リポジトリ収録状況」と題して発
表します。 
筑波大学図書館情報メディア研究科の
佐藤翔です。 
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本発表の概要はこちらの通りです。 
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はじめに、研究の背景と目的ですが。 
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本研究の目的は、日本の学協会が発行
する雑誌掲載論文のうち、どれだけが
機関リポジトリに収録されているかを
明らかにすることです。 
全体の傾向だけではなく、学協会の著
作権ポリシーや、分野との関係も分析
します。 
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機関リポジトリとは、学術機関が、構
成員のコンテンツを収集・管理・発信
するシステムです。 
学術論文の自由な流通を目指すオープ
ンアクセス運動の一翼を担うものとし
て、2001年頃に現れた取り組みで、
日本では2005年頃から普及してきま
した。 
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2012年4月現在、世界で1,788、日本
では169機関がリポジトリを持ってい
ます。 
日本のリポジトリ収録文献は97万件
を超え、この1年で約19万件増えてい
ます。 

6 



これらの論文は日本の学術情報流通に
貢献しています。 
例えば先の日本図書館情報学会でも発
表しましたが、機関リポジトリ収録論
文は2010年末時点で月間10万回以
上、CiNii経由で利用されており、
NII-ELSの足りない部分を補っていま
した。 
また、Wikipedia、Q&Aサイト、ブロ
グなど、研究者以外の人びとの活動の
中でもリポジトリ収録論文が活用され
ていることがわかっています。 
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このように収録コンテンツが増加し、よ
く使われている一方で、その中身には偏
りがあることも知られています。 
これは2012年4月現在の日本の機関リポ
ジトリ収録コンテンツの内訳を見たもの
ですが、実に過半数は大学・研究機関の
発行する紀要掲載論文です。 
オープンアクセス運動においては雑誌論
文の収録が重要と言われていますが、日
本の機関リポジトリでは雑誌論文はコン
テンツの約16%にとどまります。 
この理由として、紀要は発行機関が学内
にあるため著作権処理が容易な一方、雑
誌論文は処理に手間がかかることが指摘
されています。 
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そこで著作権処理の手間を減らし、機関
リポジトリへの収録を促進するために、
出版社や学協会が著作権についてどのよ
うなポリシーを持っているかを示す、
データベースの作成が進められていま
す。 
その一例として、日本では日本の学協会
とその発行誌を対象とする、学協会著作
権ポリシーデータベース、通称SCPJがあ
ります。 
SCPJでは学協会名や雑誌名で著作権ポリ
シーを検索し、ある論文をリポジトリ等
に収録できるかどうか調べることができ
ます。 
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このような取り組みによって雑誌論文の
機関リポジトリへの収録は従来よりも盛
んになっていると考えられますが、その
効果の検証はこれまで行われていませ
ん。 
それ以前に、そもそも日本の論文のう
ち、どれだけが機関リポジトリに収録さ
れているのか自体、詳細な調査はありま
せんでした。 
英文誌掲載分については11.1%と概算を
示した調査もありますが、あくまで概算
で実際の収録状況を見たものではなく、
また和文誌については概算すらありませ
ん。 
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そこで本研究ではSCPJ収録誌を対象
に、日本の学協会が発行する雑誌に掲
載された論文が、どれだけ機関リポジ
トリに収録されているかを調査しまし
た。 
この調査により、日本の機関リポジト
リの現状を理解するための基礎データ
を提供できると考えられます。 
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続いて分析方法と対象についてです。 
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本研究で対象とするのはSCPJに収録
されていた雑誌の中で、ISSNの記載
があった2,583誌に、2000～2009年
の10年間に掲載された論文です。 
論文データはCiNiiのAPIにより取得し
ます。 
その際、APIの制限から、1年間に
200本以上論文を掲載する雑誌につい
ては、新しい順に200件まで対象とし
ました。 
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データは2011年9月に取得しまし
た。 
データを確認したところ、463の雑誌
についてはCiNiiに論文が1本も掲載さ
れていませんでした。これらは廃刊・
休刊やCiNiiに未収録の雑誌と考えら
れます。 
この463誌は分析から除外し、最終的
な分析対象は2,120の雑誌に掲載され
た、1,010,822本の論文となりまし
た。 
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これらの論文全体、および著作権ポリ
シーや学術分野別に、機関リポジトリへ
の論文収録状況を分析します。 
機関リポジトリへの論文収録の有無は、
CiNiiから機関リポジトリへのリンクの有
無から判断しました。 
今、画面右に出しているのが実際のCiNii
の画面ですが、この論文のように機関リ
ポジトリへのリンクがあるものは「機関
リポジトリ収録あり」、リンクのないも
のは「収録なし」と判断します。なお、
リンクの有無についてもAPIで、論文
データとあわせて取得しました。 
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著作権ポリシーについては分析の元で
あるSCPJデータベースのデータを用
います。 
SCPJでは画面のように、学協会の著
作権ポリシーを緑、青等の色であらわ
します。 
緑は査読前・査読後のどちらも機関リ
ポジトリに収録してよい、青は査読後
のみOK,黄色は査読前のみOK、白は
機関リポジトリへの登録不許可、灰色
は検討中や無回答です。 
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本研究ではこれをさらになんらかの
バージョンを機関リポジトリに収録し
て良い「収録可」と、リポジトリへの
収録を認めない、もしくはまだ決まっ
ていない「収録不可」の２つに分け、
それぞれの傾向を分析しました。 
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また、学術分野については学会名鑑の
分野わけを参考にしました。 
学会名鑑未掲載の学会についてはその
雑誌掲載論文の内容に基づき分野を判
断し、人文・社会、生命科学、理学・
工学の3領域、30分野＋複合領域に分
けました。 
詳細はお手元の予稿表１を御覧くださ
い。 
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以上の方法に基づいて分析した結果に
ついてですが、 
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まず機関リポジトリへの論文収録状
況、全体の様子を見ると 
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これは分析対象の約100万件の論文
中、機関リポジトリに収録されていな
かったものを青、収録されていたもの
を黄色で示した帯グラフです。 
黄色がほとんどなく、全論文のうち機
関リポジトリに収録されていたのは
1.8%と、ごく少数にとどまっていま
した。 
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さらにその1.8%のうち、特に機関リ
ポジトリ収録論文数の多い雑誌上位4
位がこちらです。 
1位の『物性研究』は京大基礎物理研
の雑誌、2位・3位は千葉大と東京慈
恵大の医学雑誌、4位は、北関東医学
会という、群馬大学に本拠を置き、医
学系の研究科長が会長を兼ねる学会の
雑誌です。 

22 



この他にも機関リポジトリに論文が多
く入っているのはほとんどがいわゆる
学内学会の雑誌、特定の大学所属者に
よって刊行されている雑誌で、論文の
ほとんどがその大学のリポジトリのみ
に登録されていました。 
これは実質的に紀要と同様と考えられ
るものです。 
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実際、これは1位の『物性研究』の機
関リポジトリ上のデータを見たもので
すが、学会誌ではなく
「Departmental Bulletin Paper」、
紀要論文として登録されています。 
このような雑誌は、学協会誌掲載論文
の収録状況を分析する、という本研究
の意図からは外れたものです。 
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そこで特に機関リポジトリ収録論文数
の多い学内学会誌23誌を除いて分析
しなおしたのがこちらのグラフです。 
学内学会誌を除くと、機関リポジトリ
収録論文は全体の0.9%と、1%を割
り込むまでに減ります。 
日本の学協会誌に掲載された論文のう
ち、機関リポジトリに収録されている
ものはごくわずかである、と言えるで
しょう。 
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ちなみにこれは論文の出版年別に収録
状況を示したものです。 
2006年くらいまでは新しいものほど
収録されている割合が高い傾向があり
ますが、そのあとは徐々に減ってきて
います。 
これは出版後、機関リポジトリへの論
文収録を一定期間猶予するよう求め
る、いわゆるエンバーゴを設定してい
る学会の影響と考えられます。 
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次に著作権ポリシー、機関リポジトリ
への収録を学会が認めているか否かと
実際の収録状況の関係ですが。 

27 



まずそもそもの著作権ポリシーの状況
について、本研究の対象雑誌・論文の
状況を見たものがこちらです。 
雑誌単位では収録を認めているものは
全体の33%にとどまっているのです
が、論文単位で見ると全体の45%と
半数近くは機関リポジトリへの論文収
録が認められたものでした。 
これは収録を許可する雑誌の中に、大
規模雑誌が多いことの影響と考えられ
ます。 
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次にこの著作権ポリシーごとに、機関
リポジトリへの収録状況を見たものが
こちらです。 
上が収録が許可されていない論文、下
が収録が許可された論文の収録状況で
すが、当然といえば当然ながら、機関
リポジトリへの収録が認められたもの
の方がよく収録されています。Χ二乗
検定より、この差は有意でした。 
ただし、「機関リポジトリに収録して
も良い」論文でも実際の収録率は
2.6%にとどまっています。 
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さらに先の数字は学内学会誌を含んで
いたのですが、それを除いた場合には
「機関リポジトリへの収録可」の論文
でも、実際に収録されているのはわず
か1.3%と半減しました。 
たとえ学協会がリポジトリへの収録を
認めている場合であっても、ほとんど
の論文はリポジトリに収録されていな
いことがわかりました。 
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最後に、学術分野との関係を見ていき
ます。 
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ここまでで機関リポジトリ収録状況は
グラフにできるほどの割合ではないこ
とがわかっていただけたかと思うの
で、分野との関係は表を見ながらお話
します。 
まずこれは人文・社会、生命科学、理
学・工学、複合領域の4領域別に、機
関リポジトリへの収録が許可された論
文の割合と、実際の収録状況を見たも
のです。 

32 



論文数の少ない複合領域を除くと、機
関リポジトリへの収録が認められた論
文の数が最も多いのは理学・工学分野
でした。しかし実際の収録率は1%と
それほど高くはありません。 
また、人文・社会と生命科学では生命
科学の方が若干、収録が許可された論
文の割合は高いのですが、実際の収録
率は人文・社会領域の方が高くなって
いました。 
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ただし、同じ領域、あるいは隣接分野
ですら、機関リポジトリへの論文収録
状況は大きく異なります。 
例えば最もリポジトリ収録論文の割合
が高いのは機械工学で、ほかに電気電
子工学でも収録率が高い一方で、同じ
工学でも総合工学や土木工学ではごく
わずかしか収録されていません。 
生物学でも同様で、基礎生物学と総合
生物学で傾向は大きく違いました。 
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また、分野ごとのリポジトリ収録が許
可された論文の割合と、実際の収録率
の相関をとってみたのがこちらの散布
図です。 
図からも相関がありそうなことが読み
取れますが、相関係数0.406と有意な
中程度の正の相関関係にあり、収録で
きる論文の割合が高ければ実際の収録
率も高い傾向がありました。 
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ただし例外もあります。もっとも収録
許可率が高いのは物理学、この右端の
点なのですが、その収録率は0.5%程
度と全分野の中でも低い方になりま
す。 
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また、そもそも最も収録率の高い分野
ですら3%を割っており、高い・低い
を論じる段階にないとも言えます。 
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全体に、著作権ポリシーによる差とは
別に論文の機関リポジトリ収録状況に
は分野による差があると言えます。 
ただし最も収録率が高い分野でも論文
全体の約3%が収録されるにとどまっ
ており、特定の分野で極めて高い、と
いうような傾向はありませんでした。 
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最後に分析結果に基づく考察と今後の
課題について述べます。 
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本研究の結果から、日本の学協会が発
行する雑誌に掲載された論文のうち、
機関リポジトリに収録されているもの
はごく僅かであることがわかりまし
た。 
過去10年間に発表された論文の1.8%
が機関リポジトリに収録されているに
過ぎず、学内学会を除けばその割合は
0.9%まで下がります。 
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学協会の著作権ポリシーとの関係を見
ると、機関リポジトリへの収録を許可
しているか否かと論文のリポジトリ収
録の間には有意な関係がありました。 
収録可のポリシーを持っている論文の
方がよく収録されており、また収録可
能な論文の割合が高い分野ほど、実際
にリポジトリに収録されていることも
わかりました。 
著作権ポリシーの明示は重要であり、
SCPJデータベースのような試みは意
義のあるものと言えます。 
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ただしすでに見たように収録が許され
ている論文でも、実際にリポジトリに
収録されているものは1.3%とわずか
です。 
学協会がリポジトリ収録を許可したか
らといって収録されているわけではな
く、多くの論文が収録されないままで
す。 
これらの論文を如何に機関リポジトリ
に収録していくかは、引き続き重要な
課題と言えるでしょう。 

42 



最後に研究上の今後の課題として、本研
究では機関リポジトリでの収録状況のみ
確認したのですが、対象論文の中には
NII-ELS等、その他のサービスによって
電子的に提供されているものも多いと考
えられます。 
その提供状況もCiNIIのAPIで取得するこ
とができ、今後はこれらも含めた調査の
必要があります。 
それにより、例えばNII-ELSで読めるも
のは機関リポジトリでは公開されていな
い、といったような相互の関係を明らか
にでき、ひいては日本の学協会誌掲載論
文が、どのような経路によって電子的に
提供されているか、その全体像も描ける
のではないかと考えています。 
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発表は以上です、ありがとうございま
した。 
主要参考文献はこちらに示したとおり
です。 
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